
■ 
『
理
性
の
防
波
堤
が
崩
れ
る
時
：
英
里
の
再
定
義
』
体
験
版
抜
粋 

  

ソ
フ
ァ
の
熱
気
が
頂
点
を
極
め
、
英
里
の
胸
板
が
荒
い
息
に
波
打
つ
中
、
俺
は
ゆ
っ
く
り
と
体
勢
を
変

え
る
。 

  

彼
女
の
細
い
脚
を
優
し
く
広
げ
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
膝
上
ま
で
捲
り
上
げ
る
。
繊
細
な
太
腿
の
内
側

が
露
わ
に
な
り
、
淡
い
レ
ー
ス
の
パ
ン
テ
ィ
が
湿
っ
た
輪
郭
を
浮
か
べ
る
。
ブ
ロ
ン
ド
ヘ
ア
が
乱
れ
落

ち
、
深
い
く
ぼ
み
の
二
重
瞼
が
潤
ん
だ
瞳
で
俺
を
追
う
。
長
い
睫
毛
の
先
が
震
え
、
眉
の
く
っ
き
り
し
た

ア
ー
チ
が
不
安
の
影
を
宿
す
。 

  

俺
の
指
が
パ
ン
テ
ィ
の
縁
に
滑
り
込
み
、
入
口
の
柔
肉
を
探
る
。
ぬ
る
り
と
し
た
蜜
が
指
先
に
絡

み
、
ク
チ
ュ
ク
チ
ュ
と
い
う
微
か
な
水
音
が
響
く
。
彼
女
の
鼻
先
が
ピ
ク
リ
と
動
き
、
鼻
孔
が
細
か
く
開

閉
を
繰
り
返
す
。
低
い
喘
ぎ
が
漏
れ
出
す
。 

  

「
は
ぁ…

…

そ
こ
、
触
ら
な
い
で…

…

ま
だ
、
心
の
準
備
が…

…

」  

  

俺
の
内
面
で
、
暗
い
歓
喜
が
膨
れ
上
が
る
。
こ
の
狭
窄
の
聖
域
を
、
じ
っ
く
り
と
俺
の
意
志
で
開
花
さ

せ
る
。
高
潔
な
肉
体
を
指
先
か
ら
質
量
へ
移
行
し
、
完
璧
さ
を
内
部
か
ら
溶
か
す
愉
悦
。
彼
女
の
抵
抗
を

論
理
で
砕
き
、
物
理
で
封
じ
る―

―

再
構
築
の
甘
美
な
る
序
曲
。 

  

「
準
備
？ 

君
の
体
は
も
う
準
備
万
端
だ
よ
。
見
て
、
こ
の
蜜
。
自
然
の
反
応
さ
。
急
が
な
い
よ
、
ゆ
っ

く
り
味
わ
お
う
」 

   

指
を
一
本
沈
め
、
内
部
の
襞
を
掻
き
回
す
。
ギ
チ
ッ
と
い
う
狭
い
抵
抗
が
心
地
よ
く
、
蜜
の
粘
り
が

指
を
締
め
上
げ
る
。
英
里
の
瞼
が
重
く
閉
じ
ら
れ
、
睫
毛
が
頰
に
涙
を
伝
う
。
シ
ャ
ー
プ
な
顎
が
天
井
を

向
き
、
首
の
細
い
筋
が
鋼
鉄
の
ご
と
く
浮
き
出
る
。
鼻
の
下
に
指
が
上
が
り
、
五
指
が
視
界
を
半
分
覆
う

癖―
―

そ
の
震
え
が
、
侵
入
の
予
感
を
拒
む
壁
と
な
る
。 

  

「
ん
っ…

…

指
、
抜
い
て…

…

こ
れ
以
上
は…
…

理
性
が…

…

！
」 

  

「
理
性
？ 

そ
れ
が
君
を
縛
っ
て
る
だ
け
だ
。
体
が
求
め
て
い
る
ん
だ
よ
。
ほ
ら
、
も
う
一
本
」  

  

二
本
目
の
指
を
加
え
、
ゆ
っ
く
り
出
し
入
れ
。
ク
チ
ュ
ク
チ
ュ
、
グ
チ
ュ
と
い
う
音
が
リ
ズ
ム
を
刻

み
、
入
口
の
肉
芽
を
擦
る
。
彼
女
の
腰
が
無
意
識
に
揺
れ
、
低
い
喘
ぎ
が
連
続
す
る
。 

  

「
あ
ん
っ…

…

く
、
熱
い…

…

や
め…

…

ん
ふ
ぅ…

…

」  

  

鼻
孔
の
縁
が
紅
潮
し
、
ツ
ン
と
上
向
き
の
鼻
先
が
汗
で
輝
く
。
Ｅ
ラ
イ
ン
が
微
か
な
痙
攣
を
起
こ
し
、



理
性
の
崩
れ
を
告
げ
る
。
指
の
動
き
を
加
速
さ
せ
、
蜜
を
掻
き
出
し
な
が
ら
言
葉
を
重
ね
る
。  

 

「
感
じ
て
る
ね
。
こ
の
刺
激
が
、
君
の
内
部
を
活
性
化
す
る
。
僕
の
質
量
が
入
れ
ば
、
も
っ
と
深
く
。
信

じ
て
」  

  

英
里
の
指
が
鼻
の
下
で
固
ま
り
、
指
先
の
熱
が
自
身
の
蜜
の
残
り
香
を
伝
え
る
。
拒
絶
の
癖
が
、
快
楽

の
現
実
を
突
き
つ
け
、
恥
辱
の
渦
を
生
む
。
肉
体
が
指
の
侵
入
に
慣
れ
、
快
楽
の
波
が
不
快
を
押
し
流
す

乖
離
。  

 

よ
う
や
く
指
を
抜
き
、
俺
の
質
量
を
握
る
。
脈
打
つ
剛
躯
の
頂
を
、
彼
女
の
入
口
に
宛
が
う
。
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
の
侵
入
が
始
ま
る―

―

。 


